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  プラン１ 親になる前の男女に再教育するプログラム（従来型＋拡充） 

＋ 
  プラン２ 義務教育期間中の子どもたちへの教育プログラム（新型） 

 

母親の妊娠からしかアプローチしていない 

早期発見・早期対応にばかり重点化している 

世代間の虐待連鎖への具体的な予防策がない 

 
子どもへのプログラム（新型） 

親へのプログラム（従来型） 

自尊心 

自己肯定（感） 

劣等感 

自己否定 

他人を認めない 

他人を認めたくない 

他人の意見を聞かない 

他人とのコミュニケーショ

ンを閉ざす 
社会的孤立 

虐待 
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子どもの虐待予防教育プログラムの提案 

～１０年後、虐待死ゼロの社会に～ 
 

減らない虐待【虐待する親・被虐待児】 

平成２２年度相談対応件数 ５５，１５２件（前年比１２５%） 

児童虐待対策【未然防止・早期発見・早期対応】【介入と連携の強化】 

児童相談所・医師会・民生児童委員・警察署・子育て支援センター・保健センタ  

ー・幼稚園・保育所・小学校・中学校・自治会・ＰＴＡ・児童養護施設など 

虐待死（１週間に１人の子どもが命を落とす） 

 


